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11月２５日

◎開会式・オリエンテーション

　開会挨拶：寺田一郎（全国精神障害者社会復帰施設協会　副理事長）

　来賓挨拶：和歌山県　田辺市　和歌山県精神保健福祉大会

◎講演Ⅰ「精神障害をもつ人が地域で暮らすために」

講師：山本　耕平（大阪体育大学　健康福祉学部　講師）

1.精神障害者対策と権利侵害

(1)社会防衛としての精神障害者施策

　　わが国の精神障害者の権利侵害を生み出した背景には、社会防衛対策としての精神障害者政策

が続いてきた事によると考えられる。

(2)伝統的な「家」制度下での家族への責任転嫁と医療モデル下の家族責任論

(3)精神障害者の隔離が生み出した根強い偏見

(4)精神科特例という人権無視

(5)社会的入院という名の権利侵害

2.「麦の郷」にみる育ちあう地域づくり

(1)麦の郷運動が源流

　　麦の郷は障害を持つ仲間たちの自立を目指す、障害者総合リハビリテーションの組織である。

　　発足は1977年、和歌山市周辺で始まった。聴覚・視覚障害を併せ持つ青年の「僕にも働く場

が欲しい」という要求に、盲聾養護学校の教師達が自分達の教え子の進路という切実な思いで

「たつのこ共同作業所（六畳一間プレハブ）」を設立した事が源流であった。

(2)麦の郷運動の広がり

　　身体障害・知的障害い精神障害をもつ人が作業所に来て保健所や和歌山大学精神神経科教室の

教授の援助を受け、同教室の地域活動として広がった。

　　現在は障害乳幼児の発達保障・不登校ひきこもりに取り組む実践・社会的ひきこもりを対象と

した、わが国最初の共同作業所「エルシティ」の開設・麦の郷高齢者地域生活支援センター・訪

問看護ステーション等がある。

　　これらの事業が実施できた要因の一つとして、全理事長による土地の無料提供（1000坪）が

あった。

(3)麦の郷運動と家族会

　　1984年に11名の家族たちで結成された、和歌山市精神障害者家族会「つばきの会」を源流と

して発達保障・労働保障・精神障害者の全面的な社会参加の保障運動を30年間継続してきた。

　　当事者・市民・ボランティア・スタッフが一緒になり家族会主導で運動が展開された。そのこ

とにより和歌山市の精神保健福祉が充実した。

(4)差別からの開放と人権保障を軸とした地域づくりの中で

　　同地域は封建的な身分差別の強い地域であり差別からの開放を求め続けた地域住民の強い思い

が運動を力強く支えた。

(5)当事者が主体的に参加できる自立・生存・発達の保障

　　麦の郷の実践理念である「障害を持つ人の権利保障・発達保障」「障害をもつ人の自立支援」

子どもから高齢者までのライフスタイルをふまえ支えられる、そして支える街づくり30年の歩

みから「労働支援」「地域生活支援」「発達支援」「不登校・ひきこもり支援」「高齢障害者・高齢

者支援」の5つの事業の柱が構成された。

3.ある当事者の人生からの学び

(1)病気との出会い

(2)入院生活の中で―保健所相談・共同作業所との出会い―

(3)今―ピアヘルパーとしての日々―

(4)人生から学ぶ

　・リカバリーに向かう力に期待する

・リカバリーに向かう当事者はサービスの受け手として支えられ、またプロバイダーとして支え

る活動もする

《考察》

　　山本先生は保健所のケースワーカーとして麦の郷の発足以来運動に参加し、現在も麦の郷地域

活動研究所の事務局長として関わりを持っているとの事であった。人権侵害を受けている人達が自

分達の権利を獲得する30年間の運動の展開に頭が下がる思いがした。私自身これらの立ち向か

いにどれだけの努力をしているか反省させられた。

◎基調講演「精神保健福祉の動向とこれからの地域支援活動をめぐって」

講師：新保　祐元（全国精神障害者社会復帰施設協会　理事長）

1.障害者施策一本化への動き

　　障害者施策は社会福祉基礎構造改革の流れの中で措置から契約へと制度変更がなされた。

　　精神障害者はノーマライゼーションの理念にそぐわない形で他の障害者施策として区分され

てきた。

　　ところが知的障害の新たな制度基盤である支援費制度が発足後間もなく行き詰まるといった問

題に直面した。一方精神障害の補助金は三位一体改革によって不安定なものになりつつあり、社

会復帰施設整備大量不採択問題が生じた。

　　こうした状況にあって国は障害者施策の全面的見直しを図らざるを得なくなり、新たな財源確

保を視野に入れながら制度設計の改革に取り組むことになった。

2.施策の進展を願い介護保険活用に賛意

　　財源確保の選択肢の一つが介護保険と考える。障害者施策は生存権の保障と連動する事柄で

あるから、公的責任において支援が講じられるものである。

　　身体障害者・知的障害者への基本施策は義務的経費によって賄われている。

　　ところが精神障害者施策は不安定な裁量経費で賄われている。この財源を義務的経費にする

には、その選択肢の一つとして介護保険があると考える。

3.今後の障害者保健福祉施策と精神保健福祉法改正

　　平成16年10月改革のグランドデザインでは3障害を統合した「障害者福祉サービス法（案）」

　が示された。この事によって3障害が同様に施策化され動揺の財源で賄われることになる。

　　保健と福祉、医療と福祉などといった関係を円滑なものにする為、精神障害者が住民の一人と

して市町村の役割を強化し、市町村の責任の明確化を図ることが大切なことになる。

《考察》

　　精神障害者の施策の経費が義務的経費で賄われ、市町村が住民の1人として地域福祉の中に取

り入れ強化することが大切な事と痛感した。

　　当県においても14年度の施設不採択の影響をうけ県協会として運動を展開し施設を確保した

ことを思い出す。

◎講演Ⅱ　ようこそ和歌山へ「世界遺産　熊野　人　福祉」

講師：真砂　充敏（中辺路町　町長）

　　世界遺産として認定を受ける迄の経緯と熊野の歴史を話され現在の町の福祉施策を述べら

れた。

　　日本の古代史に言われる熊野と吉野の信仰に中国から伝来された高野山（1000年）の仏教とが

一体化して地域の人々の生活の中に違和感無く入っている。

　　熊野は平安時代からイザナギ・イザナミの命を祭る熊野神社に上皇・法王・公卿が熊野詣でを

された事により熊野古道がつくられたとの事であった。

　　熊野神社は神と仏を一緒に祭っているとの事でこの地域の全てのものを包み込んで受け入れている

との事であった。

11月26日

行政説明「精神保健医療福祉の改革ビジョンめぐって」

講師：内田　玄祥（厚生労働省精神保健福祉課　社会復帰対策専門課）

　　厚生労働省ですすめた「心の健康問題の正しい理解のための普及啓発検討会」及び「精神障害

者の地域生活支援」並びに「精神病床に関する検討会」の経過を話された。

　　また、今後在宅生活が可能な長期入院72000人の地域生活支援体制の整備については、これか

らの改革の基本的視点として障害保健福祉の総合化を目指し、市町村中心の一元的体制、地域福

祉の実現について精神保健福祉の改革ビジョン（平成16年9月）に基づき改革が進められると

のことであった。

　　平成17年3月の通常国会に精神保健福祉法の改正が提案される予定とのことであった。介護保

険との関係については基本的な考え方論点について別途整理し今後提示するとのこと。

　　精神障害者社会復帰施設の補助金については一括補助ではなく1人1人の社会復帰の目的に沿

った補助となる方向にあるので各施設においても、各々何を目的とするのか方向を見極める必要

があるとの事であった。

《考察》

　　精神障害者施策も国県中心の方向から市町村へと大きく変容しようとしている。精神保健福祉

の改革ビジョンの資料の内容を検討し今後の方向性を見極めつつ施設内容の整備にあたりだ。

◎ナイトセッション「歓迎交流会」

　熊野・清姫太鼓　他

◎分科会

1.生活支援「地域生活支援の実践と創造」

進　　行：那須久仁夫　やおき工房

　話題提供：・依頼中　生活支援センター

　　　　　　・坂本直史　紀南障害者地域生活支援センター

　　　　　　・伊藤泰冶、菅原幸子　援護寮「だんだん」

　　　　　　・武田賢二　麦の芽ホーム

　助 言 者：高野修次　全国精神障害者社会復帰施設協会常任理事

2.就労支援「授産の展望と事業所型支援・ネットワーク」

　進　　行：島田佐知代　田辺保健所

　話題提供：・池山美代子　なでしこの里

　　　　　　・蕨野隆久　あるべじお

　　　　　　・加藤直人　麦の郷就業・生活支援センター

　　　　　　・北山守典　紀南障害者・生活支援センター

　助 言 者：岡野真理　和歌山障害者職業センター主任カウンセラー

3.居宅生活支援「グループホームづくりの実践」

　進　　行：寺沢啓三　ゆうあいホーム

　話題提供：・調整中　つくばライフサポートセンター

　　　　　　・調整中　グループホーム

　　　　　　・細野健治　いなほ福祉会グループホーム

　助 言 者：江上直子　和歌山地域生活支援センター所長

4.利用者「私たちの想いと活動～夢をかたちに～」

　進　　行：中島健慈　いなづみ作業所

　話題提供：・調整中　地域生活支援センターさの

　　　　　　・西堀公彦　たけのこの会

　　　　　　・見瀬充宏、内藤麻沙子、釣本貴史　ワーカーズクラブ

　助 言 者：依頼中

5.保健・医療「保健・医療の立場から地域支援を考える」

　進　　行：長島隆　新宮保健所

　話題提供：・調整中　大阪こころの健康総合センター

　　　　　　・中野千世　宮本病院　社会復帰部

　　　　　　・目良宣子　田辺市健康増進課

　助 言 者：栗田直嗣　和歌山県精神医学ソーシャルワーカー協会会長

《考察》

　　精神障害者社会復帰施設が平成7年の精神保健福祉法制定以来9年目を迎えた。各施設の

内容が各々特性のある活発な活動が展開されている。特に就労に関する取り組みが際立って

みられた。利用者のニーズに則した活動をもっと研究的に取り組む必要があると痛感した。

◎記念講演「一途・ひたすら・そして精一杯のあゆみ」

　講師：稲川素子（株式会社　稲川素子事務所）

　　現在、外国人を登録し外国人タレントをテレビ・映画・その他に出演の派遣を行っている。

126ヶ国4000人の登録者がいる。

　　ご本人は19歳の頃、急性虫垂炎手術の際に右半身麻痺が残り障害者である。

　　娘さんが一人おり3歳頃からピアノの練習に同行し、厳しい先生の指導に娘を耐えさせショ

パンコンクールに優勝させる。娘さんは現在、アメリカの大学の教授をしている。

　　50歳から現在の会社を設立、頼まれた事は100％応えることを信条としている。

　　外国人との関わりあいで新しいものを見つける事が出来る。人の動きが自由になり日本が変

わる。

　　65歳で慶応大学に入学。若い頃病で果たせなかった夢をかなえる為にシェイクスピアを学んだ。

今春卒業し、現在は東京大学大学院入学を目指して準備をしている71歳。

　　短い話題で、たどってきた人生を耐えず前向きに受け止め、道を開いてきた人生を語られた。

その生活信条、仕事に対する姿勢を楽しいトークで語り、受講者を魅了した。

《考察》

　　ロビーで講師と握手する機会があった。右手はやや冷たく力が入らなかった。物事を素直に

　受け止め道を開いていく講師の人柄にひかれた。講師の背景から何かしらの宗教観がすがすがし

く感じられた。癒しの一時であった。

11月27日

◎対談「私たちの今後　～活動への提言」

　　　寺田一郎（全国精神障害者社会復帰施設協会副理事長）

　　　川崎元（紀南綜合病院新庄別館長・きのくに大会実行委員長）

　　寺田副理事長の進行で川崎先生のやおき福祉会の活動状況について話が進められた。

　　川崎先生は同地域の唯一の精神病院380床の院長である。現在380床のうち長期入院者が

40％あるとのことであった。度重なる再入院から入院当初LASMINの評価尺度表により調査し

退院時に再調査する等、院内の活動も多角的に実施したが院内だけでは限界を感じ、日中の居

場所として就労・生活を援助する社会福祉法人「やおき福祉会」を設立し16年間活動を続けた。

　　病院に再入院する人は地域に居場所がない人が少なくないことに尽きると作業所・小

規模作業所を僻地性の高い各地に７ヶ所設置した。「やおき」を通して一般就労した人が30人

を超えている。

　　就労を望んでいる人達は多いが不況の中で社会も会社も甘くはない。厳しさに耐えて就労を持

続できる訓練や段階的な短時間就労・ジョブコーチ・職親の理解促進等のプログラムが開発さ

れた。

　　アパートやグループホームの生活では生活技術が求められる。食生活が一番の問題であり、生

活訓練施設で実習をしても男性群の調理が生活の一部にならないでいる。その為給食サービス

が当面の課題になっている。昼は職親や作業所の給食サービス、夜は自分で作れない人はやお

き食堂行きシャトルバスで集まれればよいのではないかと夢想しているとのこと。

　　生活技術全般に対してジョブコーチに類するライフコーチ（生活指導員）のような職種が必要。

　ヘルプでなくコーチであって欲しい。市町村の奮起を期待したいとのことであった。

　　平成17年3月完成を予定に一般就労を目指す障害者の拠点、紀南障害者就業生活支援センター

設置に着手した。

《考察》

　　和歌山県の県南・田辺市を中心とした活動であった。林野率70～90％の地域での活動の展開

に頭が下がる思いがした。医師がニーズとして受け止め、仲間を集い広範囲の活動となったが

市町村の行政に相呼応する動きとなっていないとのこと。精神障害者施策の義務化の必要性がこん

なところでも伺えた。

まとめ

1.精神障害者の施策が地域生活を中心とした大きな動きがあることを実感した。

　　三障害一体化の政策がどのようになるのか、その中で精神障害者に対する施策として“グランドデザイン”が打ち出されたが、どのように具体化されるのか今後の課題は多々ある。社会復帰施設として今後に向けて関心をもち、当事者の人々に役立つ現場での方策を考えたい。

　2.和歌山県で活動している“麦の郷運動”　県南の“やおき福祉会”の活動はペーパーとして見ていたが山また山の地域の中で障害者の声をしんに受け止めた教師・医師、それを支えたまわりの関係者の人権を守る運動に頭の下がる思いがした。

　我々の現場の活動がノーマライゼーションの観点からみて障害者の人権擁護を重視した活動でもありたいものと痛感した。










